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３月定例教育委員会会議録【概要版】 

                                                                                   

開催年月日 令和８年３月２３日（月） 場  所  市役所本庁 災害対策本部室 

開 催 時 間 １４時３０分 から １５時３０分まで 

出 席 者 

教育長 髙森 賢一 

教育委員 宮田 靖、遠田真央、廣池加代子（※甲斐千尋委員欠席） 

参 与 

丸山真二、池田元洋、岩佐正文、佐藤幸恵、岩切隆人、早瀬誠一郎、 

吉田尚良、甲斐保孝、岡田健一、高浦 哲、田中政秀 

◎ 開 会 

   髙森教育長が開会を宣した。 （14時 30 分） 

    

◎ 会議録の承認 

   ２月 10日（火）に開催された２月定例教育委員会の会議録が承認された。 

 

◎ 事務報告 

◆教育長より以下の業務報告が行われた。  

・第 26 回若山牧水青春短歌大賞表彰式・祝賀会  

・交通安全ファミリー作文コンクール（国家公安委員会委員長賞）入賞に

よる教育長表敬訪問（南浦中熊野江教室）  

・校長会感謝の集い  

・延岡高校校長との協議  

・多様化学校卒業式  

・デザインスクール成果発表  

 

◆教育委員より以下の報告が行われた。  

宮田委員） 先日、南方中学校の卒業式に出席した。17 名の卒業生全員が参加して

いて大変よかった。小中一貫校として９年間を共にした仲間たちという

こともあって、少ない人数ではあるけれども、大変温かみのある雰囲気

のある卒業式だった。式に臨む子どもたちの姿も大変しっかりしていて、

９年間の義務教育の締めくくりにふさわしい子どもたちの態度だった。

卒業式のしおりの中に、17 名の卒業生一人一人の将来の夢が記載してあ

り、将来に向けて、自分自身の得意なことであったり、社会問題の解決
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であったり、地域貢献など、具体的な夢が書かれていて、一人一人の子

どもたちがこれからの進路に向けて、すごい夢を持っているのだなとい

う感想を持ったところである。そんな中で特に注目したことは、約半数

の子どもたちが、将来の夢の実現を延岡でとか宮崎でというように、自

分たちが育ってきた地元郷土でという思いを持った将来の夢を書いてい

たことで、これは大変素晴らしいと思った。こういう気持ちを持ってい

るのだなと、改めて子どもたちのすごさを感じたところである。その目

標は、延岡の産業発展であったり、環境問題の改善であったり、地域で

頑張っていきたいこととか、いろんな仕事を挙げていたのだが、自分た

ちの地域を大切にしていきたいという、そういう強い思いを感じた。ど

この学校もそうだと思うが、それぞれの学校で、様々な郷土学習が実践

されているとは思うが、そういった学習の中で、郷土に対する愛着が、

こうした子どもたちの将来の夢に繋がっているということが 1 つの要因

であるとすれば、学校や地域での学習機会が、非常に効果的に行われて

いたのではないかと思っている。教育委員会の事業としてふるさと教育

推進事業として予算化されているが、自分たちが育ってきた郷土に対す

る誇りであったり、子どもたちの将来にわたって郷土を大切にしていこ

うとする、そういった気持ちを大切にしていく事業として、充実させて

いっていただきたいという感想を持ったところである。 

廣池委員） 私は三川内中学校の卒業式に参加した。本来は３月 16 日（月）開催の

予定だったが、２名の卒業生がインフルエンザに罹患し、学校全体もイ

ンフルエンザの罹患者数が多く、やむなく３月 18 日（水）に延期をした

という事態があった。来賓は地域の方を除く形で、やはり三川内地域の

方々は高齢の方々がたくさんおられるということで、後のリスク等を鑑

み、来賓は私と PTA 会長のみという形の卒業式であった。やはり、皆、

マスクでの参加で、マスクなしは、私と PTA 会長と中学校の校長先生の

みであった。地域の方々が 1 人もいない状態ではあったが、すてきな送

辞と答辞の内容で、小規模校ならではのアットホームで感動的な卒業式

だった。全校生徒 40名弱で、小中一貫で、個人の名前がよく出された話

題があって、本当に 1つ 1つ関わってきた行事ごとに、誰々さんが、誰々

くんがというような温かい内容を具体的に、校長先生、PTA 会長、そし

て生徒さんが、本当に涙ぐみながら話す姿は、学校全体、地域全体で一

人一人に寄り添った学校運営がなされているのだなと伺えた。私もこの

年になるとちょっと涙もろくなった。知っている人は全然いないのだが、

すごく三川内という地域を愛するというか、すごく自信と誇りに、とい

うような言葉もあって、地域の中で根差した学校なのだなというふうに

思った。また、子どもたちの歌う姿勢がすごく感動的で、これがマスク
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がなければもっといい表情が見られたのになあと考えたところであっ

た。ここにしおりがあるが、小学校からずっと関わった先生方の名前も

記載されているくらい、本当に一人一人大事に教育されてきたのだなと

思っている。1 人は地元の生徒だが、もう１人は他校地域からという、

生徒であった。この小さな地域の中で自信を持って、また他地域に行く

ことができるというようなことも言われていたので、良い時を過ごされ

たのかなと思った。 

遠田委員） ２月に、たまたま２か所の廃校に行った。まず熊野江の旬肴という飲

食店があるが、そこに妻と行ったところ、たまたま南浦中学校の校長先

生と会って話をしていたら、校長先生の同級生が宮崎の九州パンケーキ

と一平寿しの社長で、これから南浦中学校で子どもたちと九州パンケー

キを焼くので、よかったら来ないかと言われて、厚かましく参加させて

もらって、それが始まるまでにちょっと時間があったので、妻の興味が

ある絵を見に行った。その場所が大分の波当津小学校で、そこで絵を描

いている方がいて、その方は大分から通っているらしい。無料で入れて、

龍の絵がすごく多くて、小さい学校なので１階から２階全部に展示され

ていて、アトリエもその中にあってその方もいて、いろいろ話も聞けて

て結構面白かったので、廃校の使い方としては 1 ついいなと思った。そ

のあと九州パンケーキのほうに参加したが、そこの社長と話していると、

宮崎の旧穆佐（むかさ）小学校。昔、洪水か何かで壊れてしまったとこ

ろらしいが、そこに工場を建てていて、カフェもやっているということ

で行ってみた。学校跡地なのだが、すごくおしゃれで、社長いわく、形

がすごく改装しやすくて、四角い部屋がいっぱいあったので改装しやす

くて、1 階がカフェになっていてすごくおしゃれな感じで、そこでパン

を作っていて、そこではパンを食べられて、社長はドトールコーヒーの

フランチャイズも結構やっている方で、コーヒーも出していて、２階に

は事務所があって、さらに奥のほうは、扶和ドローンっていう大阪の会

社にテナントとして貸していて、廃校の使い方としてはすごくいいなあ

と思った。ちょっと廃校になった理由が、生徒が少なくなったとかじゃ

なくて、災害でそこがだめになったからっていうのもあると思うが、場

所的にそんなにへき地ではない、雰囲気も良くて、良い感じだった。こ

の２校にちょっと行ってきたが、これからまた廃校になるところが全国

で増えてくると思うので、そういう使い方ができるとすごくいいなと思

った。あと延岡中学校の卒業式に行ったが、僕の母校でもあるので、す

ごく懐かしい気持ちになりながら、僕が昔サーフィンを教えていた子で、

今はもうやっていないが、ちょうど卒業するタイミングで、その子が号

泣してるのを見て、僕もちょっと泣きそうになった。やはり成長を見る
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と感動する。ただ、気になったのが、３人ほど卒業式に出られなかった

ということで、病気などではなかったみたいなので、そこがちょっと心

配だった。良いメンタルで選択して出なかったならいいが、行きたいけ

ど来られないとか、そういうメンタルだったらちょっと心配だなと思っ

た。この先、高校に行くのかどうなのか分からないが、その辺のケアが

うまくできればいいのかなと思った。 

 

  ◆各課からの事務報告 

● 学校教育課長から、２月 16 日の令和７年度延岡市善行児童生徒表彰式、21 日

の北浦中学校チョコレート販売イベント、３月 10 日の常任研究員会修了式、13

日の延岡市立小・中・義務教育学校臨時校長会や１・２月期の生徒指導に関する

状況等について報告があった。 

 

◆補正予算報告 

● 各課長より、３月議会に上程した補正予算の概要について報告があった。 

 

◆12月議会一般質問報告 

   ● 教育政策課長より、３月議会における一般質問について、７名の議員から、学

校教育などに関する計 13 問の質問があった旨の報告があった。 

 

 

◎ 議 事   

  ◆議案第 39 号 延岡市教育委員会の権限に属する事務の補助執行に関する規則を廃

止する規則の制定（教育政策課） 

   ● 教育政策課長より、３北分室長の市内出張命令の決裁事務について、これまで

３北総合支所長に補助執行させていたが、分室の廃止等によりその必要がなくな

ったことによる規則廃止について説明が行われ、異議なく承認された。 

 

  ◆議案第 40号 延岡市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する訓令の制定 

（教育政策課） 

   ● 教育政策課長より、これまで教育政策課長合議としていた研修に関する出張命

令等を教育政策課予算の研修だけに限定するための規程の改正について説明が行

われ、異議なく承認された。 

 

  ◆議案第 41号 延岡市教職員住宅管理規則の一部を改正する規則の制定 

（学校支援課） 

   ● 学校支援課長より、熊野江小学校の閉校に伴う教職員住宅の所属を浦城小学校
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に変更するための規則の改正について説明が行われ、異議なく承認された。 

 

  ◆議案第 42 号 延岡市教育委員会校長及び園長に対する事務委任規程の一部を改正

する規程の制定（学校支援課） 

   ● 学校支援課長より、延岡市契約規則の改正に伴い、物品の購入その他指定する

予算の執行に関する１件「20 万円以下」であった契約金額を「40 万円未満」に

変更するための規程の改正について説明が行われ、異議なく承認された。 

 

  ◆議案第 43号 延岡市少年団体指導員の委嘱（社会教育課） 

   ● 社会教育課長より、令和８年３月 31日までの任期となっている 19名の少年団

体指導員のうち 18 名を令和８年４月１日から令和 10 年３月 31 日までの２年間

再委嘱することについて説明が行われ、質疑の後、異議なく承認された。 

    

        ◎） 少年団体指導員養成講座はどこがやっているのか。 

        ⇒） 社会教育課で講座として実施している。令和４年度末に少年団体

指導員に関する規則を改正し、その際、指導員の定数を 15 人以内

から 20 人以内とし、子どもの活動のサポートをしていただく方を

増やすこととした。養成講座についても令和４年度から開講し、受

講していただいた方に新しく指導員になっていただいている。 

 

 

◎ その他     

  ◆西階公園野球場リニューアルオープン等について（アスリートタウン推進課） 

   ● アスリートタウン推進課長より、令和８年５月 16 日にグランドオープンする

西階公園野球場についての説明があった。 

 

◎） 小学生対象の野球教室は、対象はスポ少に限らずということか。 

⇒） 対象は、スポ少に加盟している小学校１年生から６年生までで、

学年ごとにそれぞれのレベルに合った教室を行いたいというトヨタ

自動車の要望もあり、そういった形となっている。 

◎） 一般の小学生も、こういった社会人野球に触れられるのもいいな

とちょっと思ったところである。 

 

 

◆延岡市立学校教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画について 

（学校教育課） 

 ● 学校教育課長より、地方公務員法、教育職員の給与等に関する特別措置法及び

文部科学大臣が定める指針に基づき策定する必要のある標記計画について説明が
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あった。 

 

     ◎） 45 時間未満の割合を 90％にすると書いてあり、数字が高いのは良い

とは思うが、現在約 70％ぐらいのところを 90％に上げるとなると、か

なりの改善をしないとここまではいかないのではないか。これまでの

取り組みの成果と課題も書かれているが、どこが課題なのか、具体的

に知りたい。 

⇒） 資料３ページに時間外に行った業務の中で特に時間を費やしている

業務ということで、職名で分けて掲載している。管理職については学

校経営事務が中心となっており、教諭等については、授業準備、校務

分掌、部活動といったものが時間を費やしている項目となっている。

来年度から新しい事業で、NOBEOKAスクール・イノベーション事業があ

るが、その中で授業改善の視点や校務 DXに向けた取り組み、各学校で

取り組んでいたものを市内全体に広げるような取り組みに改善して、

業務のスリム化を図ったり、各学校が工夫してやっていることを多く

の学校に広げることで、少しでも時間外勤務を減らしていくという目

標で取り組みたい。確かにご指摘のとおり、90％は高いかもしれない

が、高い志でやっていきたい。 

     ◎） 先生たちだけでなく、教頭先生方の業務が非常に厳しいのかなと数

字だけを見ると感じる。先生方の改善も大切だが、校長先生や教頭先

生などの管理職の働き方も、しっかり見ていく必要があるのではない

かと思う。 

⇒） 確かに教頭先生の時間外勤務は、非常に毎月気になっている。その

中でも、昨年度ひと月の時間が 60 時間以上だった先生が、今年 30 時

間台になっている例がある。その先生の工夫した取り組み等を把握し、

他校でも通じることについては広げていきたい。 

     ◎） この目標において、全国での成功例のようなものはないのか。 

⇒） 成功例については、来年度、先進地視察等に行って調べていきたい。

先ほど紹介した新規事業においても、校務 DX・業務スリム化に力を入

れている自治体に視察に行き、学びたいと思っている。 

     ◎） そういうデータなどは、現場に行かないと分からないものなのか。

公開していないのか。 

⇒） 具体的なものは、やはりホームページ等でも紹介されていない。対

面型もしくはオンライン型で話を聞くことで、より工夫が分かると考

えている。 

     ◎） 市内の学校間でもうまくいっている事例を広めていくのも、今回の

新規事業にあるので、より情報共有できるようにしていきたい。 
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◆４月定例教育委員会の日程について（教育政策課） 

   ● ４月定例教育委員会については、４月 22 日（水）の 13 時 30 分から、災害対

策本部室で開催する。 

 

 

◎ 閉会 

    髙森教育長が閉会を宣し、終了した。 （15 時 30 分） 

 

 


